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一般質問

村 山 邦 一 議員仲 嶋 英 雄 議員

地
域
医
療
と
国
保
診
療
所
に
つ
い
て

十
日
町
市
内
の
耕
作
放
棄
地
と

　

中
小
河
川
の
水
質
状
況
に
つ
い
て

保
と
今
後
の
診
療
所
体
制
は
。

答
弁
１ 

①
急
性
期
医
療
を
担
う
十

日
町
病
院
を
中
核
に
、
松
代
病
院
、

中
条
病
院
、
中
条
第
二
病
院
、
上
村

病
院
か
ら
は
各
地
域
を
中
心
に
他
の

病
院
、
診
療
所
と
連
携
し
な
が
ら
医

療
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
６
月
に
は
魚
沼
基
幹
病
院
が
開

院
、
28
年
に
は
十
日
町
病
院
外
来
棟

が
完
成
、
併
設
の
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
救
急
車
と
救
急
救
命
士
が
常

駐
し
、
重
症
の
患
者
が
よ
り
迅
速
、

か
つ
近
距
離
で
高
度
医
療
が
受
け
ら

れ
、
こ
の
地
域
の
三
次
医
療
体
制
、

救
急
医
療
体
制
が
格
段
に
向
上
す
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
②
医
療
機
関

行
っ
て
い
ま
す
。
採
水
時
期
は
、
過

去
の
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
る
よ
う
に

毎
年
同
じ
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
す
る
時
期
の
天
候
、
水
量
、

工
事
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
も
検
査

項
目
の
数
値
が
大
き
く
異
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

４
項
目
の
う
ち
、
汚
れ
の
指
標
と

な
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
、
濁
り
の
指
標
と
な
る
Ｓ
Ｓ
、

こ
れ
は
浮
遊
物
質
量
、
さ
ら
に
水
の

酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
の
指
標
と
な
る

Ｐ
Ｈ
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
こ
れ
ら

は
目
標
と
し
て
い
る
指
標
を
ほ
ぼ
満

た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
小
河
川
は
、
浄
化
槽
、
生
活
雑

質
問
１ 

国
は
、
在
宅
医
療
、
介
護

連
携
に
向
け
て
「
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
法
」
を
定
め
、
各
病
院
に
機

能
分
化
と
医
療
体
制
の
報
告
を
求
め
、

県
に
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策

質
問
１ 

当
市
は
日
本
有
数
の
豪
雪

地
帯
で
あ
り
、
日
本
一
の
大
河
信
濃

川
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
棚
田
の
景
観
や

豊
か
な
温
泉
を
有
す
る
里
山
を
中
心

と
し
た
中
山
間
地
域
で
す
。
信
濃
川

定
を
義
務
づ
け
た
。
一
方
、
松
之
山

診
療
所
、
倉
俣
診
療
所
の
２
人
の
医

師
の
３
月
末
で
の
退
職
が
知
ら
さ
れ

た
。
地
域
は
驚
き
、
困
惑
し
、
怒
り

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
医
療
が

な
け
れ
ば
地
域
は
崩
れ
、
住
み
続
け

ら
れ
な
く
な
る
。
①
十
日
町
病
院
、

松
代
病
院
、
中
条
病
院
、
上
村
病
院

等
、
こ
の
地
域
の
医
療
体
制
の
検
討

は
。
②
病
床
機
能
報
告
制
度
を
承
知

し
て
い
る
か
。
③
診
療
所
の
医
師
確

に
合
流
す
る
中
小
河
川
の
水
質
に
よ

っ
て
は
、
動
植
物
の
生
態
系
や
農
業
、

観
光
に
も
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
信
濃
川
自
体
は
、
関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
環
境
の
改
善
が
図
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
合
流
す

る
中
小
河
川
に
よ
っ
て
水
質
に
影
響

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

取
組
み
は
ど
う
か
。

答
弁
１ 

市
で
は
、
毎
年
２
回
、
市

内
24
カ
所
で
４
項
目
の
水
質
検
査
を

の
病
床
の
機
能
と
今
後
の
方
向
性
を

報
告
す
る
制
度
で
、
３
月
中
に
厚
労

省
か
ら
都
道
府
県
に
そ
の
情
報
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現
在
、
そ
の

内
容
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
県
の

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
も
含
め
、

今
後
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
③
当
市
出
身
の
医
師

に
は
、
定
期
的
に
手
紙
で
市
内
の
開

業
や
病
院
等
へ
の
勤
務
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
倉
俣
、
室
野
診
療
所
は
、

現
段
階
で
は
常
勤
医
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
３
月
か
ら
休
診
と

し
、
松
之
山
は
他
の
病
院
の
先
生
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
半
日
単
位
の

週
５
回
の
診
療
体
制
を
整
え
る
こ
と

排
水
、
ま
た
い
ろ
ん
な
産
業
関
係
の

そ
う
い
っ
た
も
の
が
河
川
に
流
れ
込

ま
ざ
る
を
得
な
い
局
面
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
特
に
大
腸
菌
群
の
数
値

が
釜
川
を
除
い
て
規
定
値
よ
り
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
水
質
の
環
境
基

準
点
で
あ
る
信
濃
川
本
流
の
十
日
町

橋
に
お
い
て
は
、
国
が
定
め
る
環
境

基
準
値
を
超
え
る
項
目
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
生
態
系
な
ど
へ
の
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
質
向
上
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
河
川
の
水
質
を
よ
り
向
上

さ
せ
る
た
め
に
水
洗
化
率
の
向
上
、

農
作
物
へ
の
農
薬
、
化
学
肥
料
の
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

国保松之山診療所守りたい…良好な河川環境

が
で
き
ま
し
た
。

【
そ
の
後
、
常
勤
医
が
決
定
し
、
松

之
山
診
療
所
は
５
月
か
ら
、
倉
俣
診

療
所
は
６
月
か
ら
（
週
２
回
）
の
診

療
を
予
定
】
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一般質問

安 保 寿 隆 議員 太 田 祐 子 議員

屋
根
雪
処
理
の
安
全
対
策
・

　
　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
・
再
申
請
迫
る

市
長
は
ど
の
よ
う
に
臨
む
か

ム
補
助
制
度
に
追
加
し
ま
し
た
が
、

問
い
合
わ
せ
だ
け
で
申
請
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
要
件
緩
和
や
拡
充
に

つ
い
て
は
、
屋
根
雪
処
理
に
関
す
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
制
度
内
容
の
見

直
し
を
含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
よ
り
多
く
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
市
の
建
物
で
も

試
験
的
に
設
置
し
、
安
全
帯
を
使
用

す
る
場
合
の
作
業
性
の
向
上
な
ど
に

つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

質
問
２ 

人
口
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
10
年
後
に
は
５
万
人
を

割
る
見
込
み
で
あ
り
、
出
生
数
向
上

対
策
は
急
務
と
考
え
ま
す
。
①
男
女

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２ 

試
験
放
流
検
証
委
員
会
は
、

試
験
放
流
で
28
℃
を
超
え
る
日
が
あ

っ
た
と
し
て
、
水
温
予
測
モ
デ
ル
を

提
起
し
て
い
る
。
限
定
的
な
試
験
放

流
で
科
学
性
、
客
観
性
が
問
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁
２ 

28
℃
と
い
う
の
は
、
本
当

に
大
事
な
最
低
限
ク
リ
ア
す
べ
き
数

字
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
決
し

て
軽
く
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
水
温
に
つ
い
て
は
、
納

得
で
き
る
検
証
結
果
が
得
ら
れ
る
ま

で
、
指
標
の
28
℃
を
下
回
る
放
流
の

仕
方
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
よ
り
良

い
河
川
環
境
の
実
現
が
市
民
の
望
み

質
問
１ 

高
齢
化
に
よ
り
冬
期
間
の

屋
根
雪
処
理
は
常
に
危
険
が
伴
い
事

故
の
発
生
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
安

全
対
策
の
支
援
制
度
及
び
利
用
状
況

と
要
件
緩
和
や
拡
充
を
。

質
問
１ 

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提

言
は
魚
類
の
生
息
や
環
境
問
題
に
は

何
も
触
れ
ず
、
今
ま
で
の
市
民
運
動

の
精
神
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。
こ

れ
で
は
夏
期
の
一
部
だ
け
ラ
フ
テ
ィ

答
弁
１ 

作
業
中
の
事
故
で
65
歳
以

上
が
、
こ
こ
３
年
間
で
約
４
割
か
ら

６
割
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
作
業

時
の
家
族
、
近
所
へ
の
声
か
け
、
複

数
人
で
の
作
業
の
実
施
、
は
し
ご
の

固
定
な
ど
実
践
的
な
留
意
点
の
注
意

喚
起
等
を
行
い
、
作
業
中
の
安
全
対

策
の
徹
底
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
屋
根
雪

処
理
の
安
全
対
策
推
進
の
た
め
、
安

全
装
置
設
置
工
事
を
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ン
グ
に
60
〜
１
０
０
ｔ
流
量
が
あ
れ

ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁
１ 

春
・
冬
は
河
川
環
境
に
影

響
を
与
え
な
い
放
流
量
と
し
、
夏
・

秋
は
安
全
か
つ
快
適
に
河
川
利
用
が

で
き
る
放
流
量
と
す
る
こ
と
、
環
境

調
査
等
は
、
今
後
も
協
議
で
き
る
場

の
設
置
、
市
内
の
中
小
河
川
の
環
境

を
守
る
こ
と
が
重
要
だ
と
の
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
験
放
流
の
検

証
結
果
を
含
め
た
中
で
検
討
し
て
い

共
同
参
画
社
会
の
観
点
を
踏
ま
え
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
を
男
性
に
も
拡

大
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
②
出
生
祝

金
の
要
件
緩
和
と
拡
大
に
つ
い
て

答
弁
２ 

①
不
妊
治
療
は
女
性
が
受

け
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
近

隣
の
市
の
状
況
な
ど
も
確
認
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
②
出

生
率
向
上
は
、
当
市
で
も
最
優
先
と

す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
子
育
て
環
境

の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
生
祝

金
の
ほ
か
に
も
保
育
料
の
軽
減
、
幼

稚
園
就
園
助
成
費
拡
充
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
な
ど
、
多
様
な
取
組
み
を

で
す
の
で
、
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
で

臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
３ 

共
生
策
に
よ
り
河
川
環
境

に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
薄
れ
て
い

る
。「
信
濃
川
を
愛
す
る
み
ん
な
の

会
」
は
市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
、

純
粋
に
環
境
の
観
点
か
ら
活
動
す
る

と
し
て
い
る
き
わ
め
て
貴
重
な
存
在

だ
。
市
民
目
線
も
入
れ
た
環
境
調
査

の
仕
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
３ 

不
正
取
水
発
覚
直
後
の
盛

り
上
が
り
は
大
変
な
も
の
で
、
市
民

一
緒
に
追
及
し
よ
う
と
い
う
動
き
で

し
た
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
こ

に
行
っ
た
の
か
と
い
う
状
況
は
確
か

に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
継
続
的
に
河

安全雪おろし命綱屋根アンカー（十日町新聞社提供）安保寿隆議員作成

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
の
実
現
に
さ
ら
に
努
め
ま
す
。

川
環
境
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
く
体
制

を
ど
う
作
る
か
と
い
う
の
は
大
き
な

課
題
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

「信濃川を愛するみんなの会」の提案
①純粋に「環境・生態」を守るという観点から活動
していく。

②放流量40ｔは認められない。「40ｔありきの検証
ではなく」試験放流の延長、評価項目、指標等の
見直しを行う。

③水温28℃の調査は問題点が多い。100ｔ、120ｔ、
150ｔ等の年間放流、数年間調査を継続する。

④宮中ダム上流地点での水温比較、水生生物の移動・
生息調査も必要。

⑤上水道・浅井戸への影響調査、流雪溝用水の確保を
⑥更新期間20年は認められない。
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一般質問

里
山
の
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　

里
山
資
本
主
義
の
実
現
を

地
方
創
生
と

　

十
日
町
市
の
成
長
戦
略
に
つ
い
て

に
お
け
る
位
置
づ
け
と
取
組
み
は
。

答
弁
１ 

①
里
山
資
本
主
義
は
、
里

山
の
資
源
や
恵
み
、
さ
ら
に
安
全
・

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
価
値

を
認
識
し
、
地
域
の
安
定
的
な
生
活

や
発
展
に
活
か
す
と
い
う
発
想
で
す
。

当
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
に
と
っ
て

は
、
里
山
資
本
主
義
的
な
取
組
み
は
、

厳
し
い
状
況
か
ら
浮
上
し
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
取
組

み
と
し
て
は
、
大
地
の
芸
術
祭
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
等
が
当
て

は
ま
り
ま
す
。

②
新
た
な
取
組
み
の
一
例
と
し
て
は
、

都
会
の
方
の
お
試
し
移
住
の
場
の
提

グ
や
、
農
産
加
工
品
の
新
商
品
開
発

の
サ
ポ
ー
ト
や
販
売
も
手
掛
け
て
い

ま
す
。
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
こ
れ
を

好
機
と
し
、
農
業
が
人
、
仕
事
を
呼

び
込
む
好
循
環
が
確
立
で
き
る
よ
う

農
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問
２ 
医
療
、
介
護
の
担
い
手
確

保
に
看
護
養
成
施
設
の
誘
致
を
。

答
弁
２ 

新
潟
県
の
計
画
の
中
で
、

看
護
職
員
養
成
施
設
が
検
討
さ
れ
、

当
市
内
の
設
置
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

質
問
３ 

上
沼
道
の
仮
称
十
日
町
イ

ン
タ
ー
の
位
置
と
ル
ー
ト
提
示
は
。

質
問
１ 

成
長
と
拡
大
を
原
点
と
す

る
今
日
の
マ
ネ
ー
資
本
主
義
社
会
、

効
率
と
効
果
の
追
求
に
よ
り
若
者
の

都
会
へ
の
流
出
と
人
口
の
減
少
、
農

林
畜
産
業
に
お
け
る
家
族
経
営
の
崩

質
問
１ 

地
方
創
生
の
根
幹
で
あ
る

農
業
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

答
弁
１ 

農
業
は
当
市
の
基
幹
産
業

で
あ
り
成
長
の
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
分
野
と
考
え
ま
す
。
成
長
に

壊
、
小
売
店
の
閉
店
、
工
場
生
産
拡

大
に
よ
る
技
術
者
不
用
社
会
等
、
マ

イ
ナ
ス
要
因
を
招
い
た
。
マ
ネ
ー
資

本
主
義
に
依
存
し
過
ぎ
た
施
策
は
さ

ら
な
る
里
山
の
衰
退
を
招
き
、
結
果

は
福
祉
・
医
療
等
の
暮
ら
し
を
支
え

る
予
算
の
増
大
を
招
き
ま
す
。

そ
こ
で 

①「
里
山
資
本
主
義
」へ
の

市
長
の
考
え
は
。
②
新
年
度
に
お
け

る
具
体
的
な
事
業
と
推
進
は
。
③
新

年
度
策
定
の
「
第
二
次
総
合
計
画
」

は
、
担
い
手
と
経
営
を
確
固
た
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
経
営

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
支
援
し
ま
す

し
、
機
械
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

簡
易
な
修
理
の
講
習
会
の
開
催
や
農

業
者
が
直
接
行
う
販
路
開
拓
に
は
地

方
創
生
の
交
付
金
を
活
用
す
る
ほ

か
、
地
産
地
消
、
地
産
外
消
の
展
開

で
は
首
都
圏
等
へ
積
極
的
に
営
業
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と

に
、
生
産
者
、
加
工
者
の
マ
ッ
チ
ン

供
と
し
て
約
１
億
円
で
２
か
所
の
空

き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
修
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

係
の
事
業
と
し
て
、
約
９
千
万
円
で

松
之
山
支
所
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
を
導
入
し
ま
す
。

③
里
山
資
本
主
義
的
な
発
想
を
活
か

し
な
が
ら
計
画
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高

め
る
政
策
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ
オ
マ

ス
や
太
陽
光
、
水
力
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
目
標
達
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
や
空
き
家
の
増
加
と

い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
捉
え
が
ち

答
弁
３ 

早
け
れ
ば
今
年
中
に
も
県

か
ら
複
数
の
案
が
提
示
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
整
備
に
向
け
て
は
、

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
国
が
直
轄
、

権
限
代
行
で
整
備
す
る
こ
と
、
イ
ン

タ
ー
を
羽
根
川
と
入
間
川
の
間
、
国

道
１
１
７
号
を
ま
た
い
で
越
え
た
位

置
と
す
る
こ
と
、
八
箇
〜
野
田
間
の

整
備
終
了
後
す
ぐ
に
十
日
町
道
路
の

整
備
に
向
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

こ
の
３
点
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
昨
年
の
10
月
に
設
立

し
た
水
沢
地
区
の
イ
ン
タ
ー
推
進
協

議
会
の
設
立
は
非
常
に
大
き
な
力
に

　地域資源を活用しよう！
（間伐材等運搬費助成 4,000円/㎥）

（参考図）上越魚沼地域振興快速道路
　　　　　　　　　　　浦川原IC完成予想図

な
も
の
を
、
逆
手
に
と
る
発
想
を
さ

ら
に
政
策
に
取
り
入
れ
、「
選
ば
れ

て
住
み
継
が
れ
る
十
日
町
市
」
を
実

現
し
ま
す
。

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
周
辺
に

つ
い
て
も
勉
強
を
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小野嶋哲雄 議員飯 塚 茂 夫 議員
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一般質問

犯
罪
の
魔
の
手
か
ら
子
ど
も
た
ち

�
を
守
る
消
費
者
教
育
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
就
労
支
援
と

在
宅
医
療
・
介
護
の
推
進
と
見
通
し

よ
う
努
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
情
報
通
信
分
野
は
進
歩
が
早
く
、

便
利
さ
と
引
き
か
え
に
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
性
や
、
不
当
請
求
な

ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
児
童
生
徒
が
消
費
者
と
し
て

安
全
、
安
心
な
生
活
を
送
る
た
め
の

最
低
限
の
知
識
や
判
断
力
、
困
っ
た

と
き
は
相
談
す
る
な
ど
の
行
動
力
は

義
務
教
育
を
終
え
る
ま
で
に
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。
授
業
時

間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
活
動
の
時
間
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
の
生
活

の
中
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、

大
人
が
教
え
導
い
て
い
く
こ
と
が
大

設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
市

内
初
の
Ａ
型
事
業
所
開
設
に
最
大

１
千
万
円
の
補
助
金
を
予
算
計
上
し

ま
し
た
。
事
業
所
開
設
に
よ
り
、
勤

務
可
能
な
障
が
い
者
が
最
低
賃
金
以

上
を
得
る
こ
と
で
、
障
害
年
金
と
合

わ
せ
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

質
問
２ 

26
〜
27
年
度
「
十
日
町
市

在
宅
医
療
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
の
取

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
26

年
度
の
取
組
み
の
検
証
と
27
年
度
計

画
、
そ
し
て
28
年
度
以
降
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
２ 

今
年
度
は
施
設
で
の
、
看

取
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

質
問
１ 

①
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に

伴
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
る
。
高
度
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
り
、
生
活
環
境
が
多
様
化
し

て
い
る
中
で
、
子
ど
も
や
若
者
が
一

質
問
１ 

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
、
最
低
賃
金
が
払

え
る
Ａ
型
事
業
所
で
働
く
こ
と
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
た
め
の

大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。
ど
う
進

人
の
消
費
者
と
し
て
、
犯
罪
を
見
分

け
る
力
を
養
い
、
安
全
に
行
動
が
で

き
る
よ
う
な
消
費
者
教
育
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。
②
消
費
者
相
談
窓

口
は
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で

す
。
各
支
所
に
も
拡
大
す
べ
き
。
③

消
費
者
教
育
推
進
計
画
の
推
進
は
。

答
弁
１ 
①
小
中
学
校
の
指
導
要
領

で
は
、
消
費
者
教
育
に
関
す
る
指
導

内
容
が
示
さ
れ
、
各
教
科
に
お
い
て

充
実
し
た
消
費
者
教
育
が
行
わ
れ
る

め
ら
れ
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
１ 

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
最

も
必
要
と
す
る
支
援
は
、
就
労
の
場

の
確
保
と
生
活
環
境
の
整
備
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
楽
し
く

働
く
場
の
確
保
、
作
業
委
託
、
物
品

購
入
な
ど
で
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
待
ち
望
ん
で
い
た
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を
立
ち
上
げ
た

い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
旧
仙

田
小
学
校
を
活
用
し
て
27
年
度
に
開

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
②
現
在
、

産
業
政
策
課
内
に
相
談
員
１
名
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
被
害
額
も
多
額
化

し
て
い
る
中
で
今
ま
で
以
上
に
注
力

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

増
員
等
は
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
ま

す
。
③
消
費
者
被
害
の
防
止
な
ど
の

具
体
的
な
取
組
み
や
消
費
者
の
自
立

に
向
け
た
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
る
も

の
で
す
。
教
育
の
対
象
は
幼
少
期
か

ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、
国
や
県

の
各
機
関
、学
校
、福
祉
団
体
等
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
と
と
も
に
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
は
27
年
に
消

費
者
教
育
の
推
進
に
さ
ら
に
力
を
入

れ
取
り
組
む
と
し
て
お
り
、
そ
の
動

を
活
用
し
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
よ
り
、
嘱
託
医
師
の
不
在
時

に
協
力
医
師
が
関
わ
っ
て
看
取
り
を

行
う
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
27
年
度
は
、
こ
の
共
通
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を

実
際
に
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
対

象
と
し
て
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
多
職
種
の
皆
さ
ん
が
連
携

し
、
支
援
し
て
い
く
取
組
み
も
始
め

ま
し
た
。
28
年
度
以
降
は
、
こ
の
２

年
間
の
取
組
み
を
検
証
し
な
が
ら
全

市
に
広
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。
関
係

Ａ型事業所（きのこ栽培）の作業風景

向
を
見
な
が
ら
、
市
と
し
て
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
検
討
を
行
い

ま
す
。
ま
ず
は
市
民
団
体
な
ど
の
市

民
間
で
の
意
識
啓
発
の
取
組
み
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体

制
整
備
を
構
築
し
ま
す
。

宮 沢 幸 子 議員羽 鳥 輝 子 議員

中学生の消費者トラブル
年間７〜８千件の相談。（2009年度現在）
ただし全体の４〜５%と言われています。
20倍すると年間10万件と推計されます。

順
位 商品・サービス名 合計

件数 男性 女性

1 パソコンや携帯電話によ
るアダルトサイト利用料 3,350 2,770 580

2 内容を特定できないサイ
トの利用料 785 400 385

3 出会い系サイト 520 203 317

4 携帯小説、占いサイト、
ブログなど 508 171 337

5 携帯電話サービス 168 93 75

被害額は10万円くらいが多い� 消費者庁HPより
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一般質問

清
津
川
の
水
は
清
津
川
へ
！

高
齢
者
や
家
族
の
負
担
軽
減
を
！

飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
・
石
彫
シ
ン
ポ
・

　
　

公
立
保
育
園
の
諸
課
題
を
問
う

湯
沢
発
電
所
を
復
旧
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
発
電
施
設
の
効
率
化
等
に
よ
り

最
大
取
水
量
の
減
量
を
図
る
こ
と
な

ど
を
求
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
２ 

東
電
の
変
更
申
請
に
関
し
、

県
の
照
会
に
、
認
め
ら
れ
な
い
と
回

答
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁
２ 

異
議
あ
り
と
お
答
え
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
３ 

国
は
10
年
後
の
高
齢
化
の

ピ
ー
ク
に
備
え
施
設
か
ら
在
宅
へ
の

シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
を
下
げ

る
計
画
で
構
築
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
弁
３ 

小
規
模
多
機
能
型
の
施
設

を
整
備
し
、
そ
ち
ら
で
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
実
現
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
③

石
彫
シ
ン
ポ
は
昨
夏
で
一
区
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
作
品
の

活
用
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ウ
イ
ン

ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
ち
な
か
公
民
館

に
質
の
高
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

確
保
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問
２ 

公
立
保
育
所
統
廃
合
・
民

営
化
計
画
と
公
立
保
育
所
の
諸
課
題

に
つ
い
て
①
新
計
画
の
基
本
的
コ
ン

セ
プ
ト
②
へ
き
地
保
育
所
の
再
編
計

画
も
盛
り
込
む
の
か
。
③
保
育
現
場

は
正
職
員
が
30
％
未
満
で
あ
る
。
健

全
な
職
場
と
考
え
る
か
。
④
ク
ラ
ス

質
問
１ 

東
京
電
力
湯
沢
発
電
所
の

建
屋
屋
根
が
今
冬
の
雪
の
重
み
に
耐

え
き
れ
ず
崩
落
し
た
こ
と
に
よ
り
全

量
が
清
津
川
に
流
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
受
け
止
め
対
応
し
て
い
く
の
か
。

質
問
１ 

27
年
度
予
算
及
び
事
業
に

つ
い
て
①
ほ
く
ほ
く
線
の
新
ダ
イ
ヤ

改
正
の
評
価
は
。
②
飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運

行
の
見
通
し
③
石
彫
シ
ン
ポ
、
ウ
イ

ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
芸
術
文

答
弁
１ 

自
然
流
況
を
見
る
よ
い
機

会
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
東
電
は
湯
沢
発
電
所
の
事
故

原
因
や
施
設
の
損
傷
状
況
等
い
ま
だ

明
確
に
し
な
い
ま
ま
、
下
流
の
石
打

発
電
所
の
稼
働
の
た
め
河
川
法
の
変

更
申
請
を
国
交
省
に
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
し
っ
か
り
と
事
故
原
因
を
究

明
し
、
施
設
の
安
全
性
、
周
辺
へ
の

影
響
を
調
査
し
て
今
後
の
管
理
体
制

の
強
化
、
清
津
川
に
頼
ら
な
い
発
電
、

化
活
動
の
見
通
し
は
。

答
弁
１ 

①
普
通
列
車
の
速
達
性
の

向
上
と
超
快
速
列
車
の
新
た
な
運
行
、

ま
た
上
越
新
幹
線
と
の
接
続
時
間
の

短
縮
に
よ
り
利
用
ニ
ー
ズ
や
必
要
性

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
り
、
地
域

住
民
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
客
に
と
り

ま
し
て
不
可
欠
な
鉄
道
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
②
飯
山
線
の
活
性
化

と
観
光
誘
客
、
地
域
振
興
の
た
め
ぜ

ひ
再
度
Ｓ
Ｌ
運
行
を
実
現
し
た
い
と

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
質
的

な
数
字
が
減
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

居
宅
介
護
の
給
付
費
自
体
は
上
が
る

計
画
で
す
。
施
設
の
整
備
を
進
め
れ

ば
訪
問
介
護
等
の
居
宅
介
護
の
必
要

見
込
み
量
は
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

質
問
４ 

介
護
保
険
料
は
、
制
度
ス

タ
ー
ト
時
２
、８
０
０
円
が
第
６
期

計
画
で
は
５
、７
０
０
円
、
さ
ら
に

10
年
後
に
は
８
、２
０
０
円
に
も
な

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
や

家
族
の
負
担
軽
減
を
。

答
弁
４ 

介
護
を
受
け
る
側
の
皆
様

が
ど
う
あ
れ
ば
一
番
幸
せ
か
と
い
う

の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
手

担
任
に
17
条
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
２ 

①
民
間
が
運
営
を
希
望
す

る
施
設
は
民
間
に
移
行
し
、
希
望
し

な
い
施
設
に
つ
い
て
は
公
の
責
任
で

対
応
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
②
市
全

体
の
保
育
園
の
在
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
か
ら
、
へ
き
地
保
育
園
も
計
画

の
中
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
③
任
用
し
て
い
る
保
育
士
の
多

く
が
保
育
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
問
題
無
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

一
時
的
な
現
象
で
な
く
長
い
目
で
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
④
ク
ラ
ス
担
任

の
臨
時
職
員
は
全
て
保
育
資
格
が
有

り
、
正
職
員
と
同
等
の
職
務
遂
行
能

全量流れる清津川・万年橋付近（葎沢）改築を予定されている西保育園

当
も
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
家
族
が

楽
に
な
れ
る
よ
う
な
施
策
の
複
合
的

な
解
決
策
を
提
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

力
が
あ
る
こ
と
や
保
育
の
質
の
向
上

に
も
努
め
て
い
る
の
で
、
業
務
の
執

行
に
支
障
が
な
い
と
考
え
ま
す
。

藤 巻 　 誠 議員 鈴 木 和 雄 議員
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一般質問

市
民
の
健
康
を
守
る
Ｐ
Ｍ
2.5
対
策
と

十
日
町
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

十
日
町
市
の
少
子
化
対
策
・

合
併
協
議
・
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

２
月
に
注
意
喚
起
情
報
が
出
さ
れ
、

そ
の
後
の
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
十
日

町
市
に
も
測
定
局
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。
②
適

切
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。
直
近
の

周
知
方
法
と
し
ま
し
て
は
、
市
報
、

あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
、
エ
フ
エ
ム
十
日

町
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提

供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
園
や
学

校
、
福
祉
施
設
な
ど
に
も
情
報
提
供

し
ま
し
た
。

質
問
２ 

地
方
創
生
の
要
は
観
光
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
大
使
と
い
う
活
動
が
あ
る

こ
と
を
周
知
す
る
努
力
と
そ
の
人
数

答
弁
２ 

合
併
協
議
の
取
決
め
、
い

わ
ゆ
る
「
選
定
率
」
で
す
が
、
合
併

後
10
年
が
経
過
し
、
新
市
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
発
展
し
て
い
る
現
在
、

限
ら
れ
た
財
源
の
配
分
を
検
討
す
る

に
あ
た
り
、
旧
市
町
村
単
位
だ
け
に

固
執
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。こ
の
た
め「
選

定
率
」
は
今
年
度
末
で
廃
止
し
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
３ 

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
、

昨
年
の
米
価
下
落
に
よ
り
、
専
業
農

家
、
農
業
生
産
組
織
に
と
っ
て
死
活

問
題
と
な
る
状
況
で
あ
る
。
早
急
な

質
問
１ 

Ｐ
Ｍ
2.5
は
ア
レ
ル
ギ
ー
、

呼
吸
器
疾
患
を
も
た
ら
す
な
ど
の
健

康
へ
の
悪
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
市
で
も
基
準
値
を
超
え
る
可

能
性
有
り
の
注
意
喚
起
が
出
さ
れ
ま

質
問
１ 

国
も
県
も
、
よ
う
や
く
少

子
化
対
策
に
本
腰
を
入
れ
予
算
編
成

も
な
さ
れ
て
い
る
。
当
市
の
人
口
も

合
併
時
に
比
べ
、
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
少
子
化
対
策
の
根
幹
で
も
あ

し
た
。
正
確
な
情
報
の
発
信
と
周
知

が
大
事
と
考
え
ま
す
。
当
市
に
は
観

測
地
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。
①
設
置
の

考
え
は
。
②
周
知
と
し
て
情
報
難
民

が
出
な
い
よ
う
に
、
全
世
帯
に
配
る

健
康
診
断
申
し
込
み
書
に
Ｐ
Ｍ
2.5
と

は
何
か
、
ま
た
、
対
策
文
を
入
れ
て

は
ど
う
か
。

答
弁
１ 
①
現
在
、
近
隣
で
測
定
局

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
越
市

と
南
魚
沼
市
の
２
か
所
で
す
。
昨
年

る
婚
活
事
業
の
現
状
を
伺
う
。

答
弁
１ 

市
で
は
、
結
婚
し
定
住
す

る
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、
結
婚
相

談
員
に
よ
る
活
動
や
出
会
い
の
場
の

提
供
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
本
年
３
月

ま
で
に
20
回
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
75
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

質
問
２ 

新
市
合
併
10
年
に
お
け
る

合
併
協
議
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

を
も
っ
と
増
や
す
取
組
み
は
。

答
弁
２ 

現
在
99
名
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
大
使
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
や
口
コ
ミ
に
よ
る
十
日
町
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

募
集
に
際
し
て
は
郷
人
会
の
皆
様
に

も
ご
案
内
し
ま
し
た
。
首
都
圏
の
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

十
日
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
。
平
成
25

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
、
任
期

が
２
年
で
す
の
で
27
年
度
か
ら
更
新

が
始
ま
り
ま
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も

大
き
な
手
段
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

口
コ
ミ
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
対
策
は
。

答
弁
３ 

昨
年
の
米
価
下
落
で
最
も

影
響
を
受
け
た
の
は
、
農
業
生
産
法

人
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

「
Ｊ
Ａ
十
日
町
」
の
緊
急
資
金
制
度

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
法
人
を
含
む
認

定
農
業
者
に
意
向
調
査
や
意
見
交
換

を
行
い
、
27
年
度
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
農
業
生
産
法

人
が
行
う
経
営
診
断
や
農
地
の
５
年

以
上
の
新
規
権
利
設
定
、
中
山
間
地

域
に
お
け
る
農
業
機
械
や
施
設
の
整

備
等
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た

農業生産法人等へさらなる支援を

ま
す
。
27
年
度
の
募
集
に
向
け
て
、

登
録
者
数
が
増
え
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

「
十
日
町
産
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の

販
売
や
、
ク
ロ
ス
テ
ン
に
よ
る
農
産

物
の
販
売
促
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農

業
振
興
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

大嶋由紀子 議員遠 田 延 雄 議員

十日町市ホームページより
（PM2.5の濃度が基準値を超える可能性が有る場合に周知）

PM2.5注意喚起の内容
　市民の皆様は、次のことにご注意ください。
・屋外での長時間の激しい運動や外出をできるだけ
減らしてください。
・屋内においても換気や窓の開け閉めを必要最小限
にしてください。
・呼吸器疾患、循環器疾患のある方、小さなお子さ
んや高齢者は影響を受けやすいとされるので、よ
り慎重な行動が望まれます。
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一般質問

森
林
資
源
を
活
用
す
べ
き

ふ
る
さ
と
納
税
と

　
　
　
　

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

答
弁
１ 

①
樹
木
が
順
調
に
生
育
す

る
た
め
の
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
有
林
、
市
行
造
林
で
国
県
事
業
を

活
用
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

個
人
所
有
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

県
補
助
事
業
を
活
用
し
た
場
合
の
国

県
補
助
金
を
除
い
た
個
人
負
担
分
に

つ
い
て
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
産
森
林
組
合
の
所
有
林
、
集

落
の
共
有
林
に
つ
い
て
も
下
草
刈
り
、

枝
打
ち
、
除
間
伐
等
の
作
業
に
対
し

市
で
も
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

方
面
か
ら
森
林
を
再
度
活
性
化
す
べ

く
手
を
打
ち
始
め
て
い
る
現
状
で
す
。

②
現
在
、
ご
み
の
焼
却
施
設
の
大
規

模
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

質
問
２ 

と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金

の
実
績
と
傾
向
に
つ
い
て

答
弁
２ 

現
在
、
県
内
で
ト
ッ
プ
の

寄
附
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
当
市
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
発
信
し
て
、
出
身
者
を

中
心
に
多
く
の
方
々
か
ら
共
感
、
賛

同
を
い
た
だ
け
た
こ
と
、
そ
し
て
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
支
え
る
た
め
の

手
段
と
し
て
適
切
な
制
度
運
用
に
努

め
て
き
た
こ
と
が
目
に
見
え
る
成
果

と
な
っ
て
表
れ
て
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
３ 

寄
附
金
額
に
応
じ
た
「
お

礼
の
品
」
の
見
直
し
と
品
揃
え
に
つ

質
問
１ 

①
木
材
生
産
林
と
い
う
観

点
か
ら
、
十
分
な
施
策
が
打
た
れ
て

い
な
い
と
思
う
が
。②
森
林
活
用（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
利
用
を
考

え
れ
ば
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置

質
問
１ 

①
今
回
、
政
府
が
行
う
法

改
正
案
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

答
弁
１ 

寄
附
金
税
額
控
除
の
上
限

が
２
倍
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ

の
控
除
が
適
用
さ
れ
る
寄
附
の
上
限

の
補
助
金
を
出
す
の
で
は
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
燃
料
に
対
し
て
格

安
供
給
で
き
る
体
制
に
補
助
す
べ
き

と
考
え
る
が
。
③
今
後
、
木
材
と
し

て
利
用
す
る
生
産
搬
出
を
伴
う
森
林

整
備
が
増
え
、
個
々
の
所
有
者
の
森

林
を
取
り
ま
と
め
て
一
体
的
な
施
業

を
行
う
と
言
っ
て
い
る
が
、
先
決
す

べ
き
地
籍
調
査
事
業
が
さ
れ
て
い
な

い
現
況
に
対
し
、
ど
う
お
考
え
な
の

か
。

額
も
約
２
倍
に
拡
大
す
る
た
め
、
当

市
に
と
っ
て
は
寄
附
金
総
額
の
増
額

に
資
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
寄
附
者
が
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
る
に
は
確
定
申
告
が
必

要
で
し
た
が
、
給
与
所
得
者
を
対
象

に
寄
附
金
税
額
控
除
を
個
人
住
民
税

に
一
本
化
す
る
た
め
確
定
申
告
が
不

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
寄
附

者
の
負
担
を
軽
減
し
て
利
便
性
が
図

ら
れ
る
た
め
寄
附
行
為
の
促
進
に
つ

そ
こ
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
風
熱
を
利

用
し
て
、
キ
ノ
コ
の
廃
菌
床
や
使
用

済
み
紙
お
む
つ
を
乾
燥
さ
せ
、
ペ
レ

ッ
ト
の
製
造
コ
ス
ト
を
下
げ
て
、
広

く
流
通
さ
せ
た
い
と
い
う
計
画
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
設
備
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
両
面
で
、
投

資
し
や
す
く
、
使
用
し
や
す
い
状
況

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
③
旧

十
日
町
市
内
の
地
籍
調
査
は
思
い
の

ほ
か
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
前
倒
し

で
平
成
31
年
の
完
了
を
目
指
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
街
地
内

の
進
行
状
況
を
見
な
が
ら
、
山
間
地

の
地
籍
調
査
事
業
を
次
に
ど
う
進
め

い
て
、
ま
た
、
年
一
回
と
し
て
い
る

お
礼
回
数
の
撤
廃
に
つ
い
て

答
弁
３ 

お
礼
の
品
は
温
か
い
志
を

お
寄
せ
下
さ
っ
た
方
に
対
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
も
の
で
、
寄
附
を

募
る
た
め
の
手
段
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
27
年
度
か
ら
従
来
の

お
礼
の
品
に
加
え
て
寄
附
金
額
に
応

じ
て
十
日
町
ら
し
い
も
の
を
充
実
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
贈
り
す
る

品
は
、
寄
附
に
対
す
る
お
礼
と
し
な

が
ら
も
、
ふ
る
さ
と
十
日
町
か
ら
の

感
謝
の
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
伝
わ

る
よ
う
工
夫
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
議
員
ご
提
案
の
よ
う
に
、
や
っ

ぱ
り
十
日
町
で
な
け
れ
ば
差
し
上
げ

木材利用のための伐採作業

て
い
く
か
、
今
後
の
や
り
方
に
つ
い

て
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
状
況
で
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ら
れ
な
い
、
そ
う
い
う
お
礼
を
高
額

の
寄
附
者
に
対
し
用
意
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

福 崎 哲 也 議員近 藤 紀 夫 議員

年　　度 件 数 寄附額（円）
平成20年度 934 46,516,422 
平成21年度 244 30,687,500 
平成22年度 118 9,178,005 
平成23年度 278 26,132,240 
平成24年度 275 73,794,929 
平成25年度 2,490 62,129,595 
平成26年度
（４月～１月） 656 54,745,018 

計 4,995 303,183,709 
７年間で３億円突破!! とおかまち応援寄附金
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一
般
会
計
補
正
予
算
と
主
な
事
業

３
月
定
例
会

　

今
冬
の
豪
雪
を
受
け
、
道
路
除
雪

等
の
経
費
を
専
決
処
分
し
予
算
化
し

ま
し
た
。

○
要
援
護
世
帯
除
排
雪
援
助
事
業

（
福
祉
課
）

�

１
、３
１
０
万
円

○
災
害
救
助
支
援
事
業
（
福
祉
課
）

�

６
、２
９
３
万
円

○
市
道
除
排
雪
経
費（
建
設
課
ほ
か
）

�

11
億
６
、６
７
０
万
円

○
認
定
外
道
路
除
雪
事
業
（
建
設
課

ほ
か
）

�

３
、５
５
０
万
円

　

国
の
第
１
号
補
正
予
算
に
伴
う
事

業
の
追
加
や
、
決
算
見
込
等
に
よ
る

不
用
額
の
減
額
な
ど
の
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

［
国
の
第
１
号
補
正
分
］

○
十
日
町
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
策
定
事
業
（
企
画
政
策
課
）

�

７
５
８
万
円

○
要
援
護
世
帯
除
排
雪
援
助
事
業

（
福
祉
課
）

・
冬
期
間
の
雪
処
理
券
及
び
融
雪
屋

根
燃
料
代
の
助
成
に
係
る
補
正

�

１
、３
０
３
万
円

○
子
育
て
世
帯
応
援
券
給
付
事
業

（
子
育
て
支
援
課
）

・
18
歳
未
満
の
子
供
を
３
人
以
上
養

育
し
て
い
る
世
帯
に
１
万
２
、０

０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
を
配
布

�

１
、１
６
０
万
円

○
ふ
る
さ
と
名
物
商
品
（
十
日
町
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
）
事
業
（
農
林
課
）

・
十
日
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
約
３
、

３
３
０
万
円
ま
で
３
割
引
き
で
販

売

�

１
、０
３
９
万
円

○
６
次
産
業
等
支
援
事
業（
農
林
課
）

・
農
家
等
の
畜
産
物
な
ど
の
商
品
開

発
、
販
売
促
進
を
支
援

�

１
、２
０
０
万
円

○
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

（
産
業
政
策
課
）

・
３
億
円
規
模
で
２
割
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行

�
６
、３
０
０
万
円

○
ふ
る
さ
と
名
物
商
品
事
業
（
産
業

政
策
課
）

・
名
物
認
証
な
ど
で
選
ば
れ
た
商
品

や
き
も
の
及
び
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

を
約
１
・
５
億
円
ま
で
１
割
か
ら

３
割
引
き
で
販
売

�

２
、９
９
０
万
円

○
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
誘
客
促
進
事
業

（
観
光
交
流
課
）

・
在
京
団
体
な
ど
の
方
が
市
内
で
宿

泊
す
る
場
合
に
宿
泊
代
を
３
千
円

割
引
（
現
在
は
２
千
円
）

�

６
０
０
万
円

○
外
国
人
観
光
客
誘
客
推
進
事
業

（
観
光
交
流
課
）

・
ア
ジ
ア
、
欧
米
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
と
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
等

�

１
、１
１
５
万
円

○
キ
ナ
ー
レ
誘
客
促
進
事
業
（
観
光

交
流
課
）

・
大
地
の
芸
術
祭
に
お
け
る
越
後
妻

有
里
山
現
代
美
術
館
キ
ナ
ー
レ
で

の
蔡
國
強(

さ
い
こ
っ
き
ょ
う)

特

別
展
等
の
開
催

�

５
、５
０
０
万
円

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
教
育
総

務
課
）

・
中
条
小
学
校
、
水
沢
小
学
校
の
改

築
経
費

�

４
億
４
、６
９
３
万
円

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
教
育
総

務
課
）

・
川
西
中
学
校
、
松
之
山
中
学
校
改

築
経
費

�

５
億
８
０
９
万
円

［
そ
の
他
分
］

○
職
員
人
件
費
（
総
務
課
）

・
退
職
手
当
の
追
加

�

６
、０
３
５
万
円

○
と
お
か
ま
ち
応
援
基
金
積
立
金

（
企
画
政
策
課
）

・
寄
附
実
績
に
伴
う
積
立
金
の
追
加

�

３
、０
８
５
万
円

○
非
主
食
用
米
等
緊
急
転
換
支
援
事

業
（
農
林
課
）

・
非
主
食
用
米
等
の
生
産
拡
大
に
必

要
な
機
械
・
施
設
の
整
備
を
支
援

�

７
４
８
万
円

○
経
営
体
育
成
支
援
事
業（
農
林
課
）

・
経
営
規
模
の
拡
大
に
必
要
な
機

械
・
施
設
の
取
得
を
支
援

�

１
、１
２
２
万
円

《
補
正
第
５
号
》

《
補
正
第
６
号
》



（10）

任
委
員
会

任
委
員
会

常常
審
査
結
果TOKAMACHI

務
文
教
常
任
委
員
会

総

業
建
設
常
任
委
員
会

産

生
環
境
常
任
委
員
会

厚

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審

査
し
た
議
案
と
、
そ
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
住
民
投
票
条
例
制
定

◆
農
村
体
験
学
習
館
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定

◆
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◆
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

◆
防
災
基
本
条
例
審
議
会
条
例
制
定

◆
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定

議 

会 

誌 

日 

１月

３月

13
日
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

14
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
協
議

会

23
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

26
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

30
日
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
協
議

会

３
月
定
例
会

◆
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務

の
特
例
及
び
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
制
定

◆
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
施
設
等

の
使
用
条
例
の
一
部
改
正

◆
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

◇
消
費
税
の
10
％
へ
の
増
税
を
き
っ

ぱ
り
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
妻
有
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
全
部
改
正

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
制
定

◆
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
制
定

◆
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

◆
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

◇
農
協
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
「
農

業
改
革
」
に
関
す
る
請
願

　

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
制

定
◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
包
括

的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
制
定

◆
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

◆
認
可
保
育
所
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
全
部
改
正

◆
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
全
部
改
正

◆
医
師
研
究
資
金
貸
与
条
例
制
定

　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

4
日
〜
20
日

　
　

・
平
成
27
年
第
1
回
定
例
会

4
日
・
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
・
議

案
審
議
）

5
日
・
本
会
議（
新
年
度
予
算
質
疑
）

　
　

・
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

・
予
算
審
査
特
別
委
員
会
正
副

主
査
会
議

　
　

・
信
濃
川
・
清
津
川
対
策
特
別

委
員
会
協
議
会

9
日
〜
11
日

　
　

・
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
日
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日
・
信
濃
川
・
清
津
川
対
策
特
別

委
員
会

12
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

・
予
算
審
査
第
１
分
科
会

13
日
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

・
予
算
審
査
第
２
分
科
会

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

16
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

　
　

・
予
算
審
査
第
３
分
科
会

18
日
・
予
算
審
査
特
別
委
員
会
正
副

主
査
会
議

20
日
・
予
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科

会
主
査
報
告

　
　

・
本
会
議（
常
任
委
員
長
報
告
・

追
加
議
案
審
議
）

　
　

・
全
員
協
議
会

【
３
月
】

【
１
月
】

【
２
月
】

6
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

9
日
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

10
日
・
魚
沼
基
幹
病
院
見
学
会

12
日
・
信
濃
川
・
清
津
川
対
策
特
別

委
員
会

　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

16
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
協
議

会

18
日
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

25
日
・
議
会
運
営
委
員
会
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議
会
発
議
で
２
条
例
を
改
正
！

市議会の議決すべき事項に
　　　　　　JR信濃川発電に係る諸協定

政務活動費の対象項目を10項目に

十日町市・津南町・栄村
3議会が連携！

　これまで、平成22年３月に締結した、信濃川発電所の共生に関する覚書、そして試
験放流に関する確認書・協定書に基づき、信濃川発電所と河川利用との調和を図るた

めの施策が進められてきました。そして、５年間の試験放流やその学術的な評価とともに、市民
から見た信濃川のあるべき姿などを踏まえ、本年、十日町市長と東日本旅客鉄道株式会社との真
摯な協議を経たのちに流水占用許可の更新申請手続が進められることになります。
　このことを踏まえ、信濃川・清津川対策特別委員会で議論を重ねた結果、３月議会において、
十日町市議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正し、「河川法第23条の規定により東日
本旅客鉄道株式会社が行う流水の占用の許可の更新申請に当たって、十日町市長が東日本旅客鉄
道株式会社との間で合意し、又は確認した事項を内容とする覚書、確認書、協定書その他これら
に類するものの締結、変更又は廃止」を議会の議決事項に加えることといたしました。これによ
り、本年の更新申請に当たっての諸協定が、市民の代表である議会の同意を得て締結されること
になります。

　議会改革特別委員会では昨年来、政務活動費についての検討を重ねてきました。既
に当市議会では、平成23年に運用マニュアルを定め、具体的な支出の判断基準に基づ
き各会派において運用が行われてきましたが、議会改革特別委員会での協議を経て、

現在５つある政務活動費の支出対象項目を、県内をはじめとした他市議会の状況も踏まえ、他市
議会の多くが採用している10項目とし、新たな項目に対応する具体的な判断基準を、これまでの
判例等を踏まえながら定め、平成27年度の政務活動費から適用することにいたしました。
　主な改正点は、次のとおりです。
①中央要望活動経費を要請・陳情活動費として支出対象と

すること。
②真に必要があると認められる場合に限定して海外視察を

政務活動費の対象とすること。
③住民からの意見を聴くための広聴費や、会派での活動及

び市政について住民に報告するための広報費を新たに政
務活動費の対象とするが、判例や他市の取扱いを踏まえ、
一般質問は議員個人の活動であり、議会だよりでも掲載
されることから、一般質問の内容を掲載した広報紙は政務活動費の対象外とすること。
　なお、各会派が支出した政務活動費については、引き続き、各会派から議長に提出された収支
報告書の内容をこの議会だよりでお知らせするほか、ホームページにおいても公開します。

　飯山線や国道353号十二峠新トンネル、また観光振
興など、３市町村の共通した課題に連携して対応して
いこうと、十日町市・津南町・栄村議会連携協議会が
本年４月１日に発足し、４月６日に行われた発会式で
協議会の代表幹事に河田強一津南町議会議長が選任さ
れました。

特別委員長より、議長に検討結果を報告
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平成27年度 予算審査報告 予算審査特別委員長　小野嶋哲雄

　平成27年度予算
審査特別委員会に付
託された議案第46
号、平成27年度十
日町市一般会計予算、
議案第47号、平成
27年度十日町市国
民健康保険特別会計
予算から、議案第
53号、平成27年度

十日町市松之山温泉配湯事業特別会計予算までの８
件、及び、議案第54号、平成27年度十日町市水道
事業会計予算の、合わせて９件については、いずれ
も原案可決であります。
　予算審査の過程での意見、要望について何点か申
し上げますので、市長並びに行政当局におかれまし
ては、市政運営に反映されますよう、強く要望する
ものであります。

◆一般会計《歳入》
〈２款　総務費〉
　定住促進事業、空き家再生事業、空き家バンク事
業等は人口増に繋がる事業であり、期待も大きい。
ぜひとも、適切かつ有効な予算執行が図られること
を強く望みます。
〈３款　民生費〉
　高齢化社会において24時間、365日の多様な行
政サービスが求められています。
　施設の入居を希望されている待機者が、住み慣れ
た環境で暮らせるよう在宅介護者の負担軽減を図り、
在宅介護への支援を拡充することが、介護保険料の
抑制にもつながると考えます。また、加えてより一
層の介護予防事業等の充実や高齢者安心サービス事
業の推進とＰＲを望みます。
〈４款　衛生費〉
　地域の医療対策は最重要課題であります。何もの
にも代えがたい命を守るため、医療従事者等確保の
ため支援事業を新設し、拡大を図ったことは高く評
価します。引き続き市民の健康を守るため施策の充
実を望みます。
〈６款　農林水産業費〉
　農業に対する支援事業が多数盛り込まれているこ
とについては評価しますが、市全体で積極的に農業
生産物を売る体制を構築するための施策をしっかり
と進めるとともに、新規就農者確保支援対策につい
ては、青年や就農者の確保・育成のため、市単独事
業などのさらなる強化を図り、地域農業だけでなく
地域づくりにも結び付けた施策展開を望みます。

〈８款　土木費〉
　道路の安全確保対策について、引き続きなだれ危
険個所などの把握を計画的に行い、安全に通れる道
路の確保に努めてほしい。また、高規格道路につい
て、十日町インターチェンジから八箇インターチェ
ンジ間の未着工区間の早期事業化と、国の直轄事業
として取り上げていただくよう、市民挙げての運動
が必要です。今後も途切れることなく事業が進展す
るよう一層の取り組みを望みます。
〈９款　消防費（防災安全対策）〉
　国の災害救助法や県の災害救助条例の適用基準の
ひとつである積雪深について、観測地と山間地の数
値に大きな隔たりが生じ、タイムリーな支援が受け
られない地域があります。そのような地域には、実
態を考慮した特別な支援ができるよう適切な予算措
置を強く望みます。

◆特別会計予算
〈国民健康保険診療所特別会計〉
　医師不足で診療所運営に苦慮していますが、地域
医療全体でのサポート体制の強化と、あらゆる人脈
を駆使し、住民の医療に不可欠な常勤医の確保に努
めていただくことを望みます。
〈介護保険特別会計〉
　要介護状態となっても住み慣れた地域で、自分ら
しい暮らしを続けることが出来るよう、包括的な支
援サービス体制の構築と介護保険特別会計の健全化
に努め、さらなる高齢化の進展に備えるよう望み
ます。

　以上、歳出について何点か申し上げましたが、こ
のたびの新年度の予算審査は、長引くデフレからの
脱却と高齢化の進展の中、人口の減少をくい止め、
新たなる「地方創生」の実現に向け、各分野の施策
が議論されました。
　行政当局におかれましては、目まぐるしく変わる
国政の中において、市民が迷うことなく「豊かで安
心して安全に住み続けられる十日町市」の構築のた
めに、「わかりやすい説明」をモットーに、行政と
議会との良好な緊張関係を図りながら、市民目線で
の行政であられることを望むものであります。
　最後になりますが、このたびの、平成27年度予
算審査特別委員会設置以来、委員各位におかれまし
ては、熱心に審議いただき感謝申し上げます。そし
て、行政職員各位のご協力に深く感謝申し上げ、予
算審査特別委員長の報告とさせていただきます。
　ありがとうございました。
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平成27年度予算案に対する討論
　採決に先立ち、予算案に反対・賛成の立場から討論が行われました。その要旨を掲載します。

反対討論

賛成討論

村 山 邦 一 議員

羽 鳥 輝 子 議員

　日本共産党十日町市議団を代表し、平成27年度一般会計予算と、国民健康保険、後期高齢
者医療保険、介護保険の３特別会計予算に反対の立場から発言します。
　一般会計は、総額378億5,000万円、前年比13.9％、46億円増えて、市町村合併後最大規模
の予算です。普通建設事業費は前年比162％増で、中心市街地活性化や農林施設整備、道路
等施設整備、学校施設整備、市民文化ホール建設など大型公共事業に集中しています。要因
は、国庫支出金は前年比52.6％、15億円の増となり、市債（借金）は42.9％ 16億円、基金
等繰入れは55.5％、５億円の増で国の大型公共ばらまき予算の地方反映そのものです。一方、
介護保険会計では、65歳以上の保険料は基準額5,000円が5,700円に増え、総額２億円17.1％

にも及ぶ大幅負担増としながら、国庫支出金は1,100万円、市の繰入金は4,552万円も削減しています。「消費税増
税は社会保障へ」と言いながら市民負担を増やし、暮らしをかえり見ない、まさに「さかさま政治」と言えます。
　次に施策に関する見解を申し上げます。
診療所の医師２人が退職する事態となり当局の対応には大きな疑問を持つところです。合併10年にして心配してい
たことが、との驚きと怒り、二度とないようにとの住民の声は当然です。医師の確保は行政の責任です。早期診療
所再開を最重要課題として取り組むことを強く要望します。
　農業では米価引き下げにより約７億円、経営所得安定対策交付金の半減により2.5億円のマイナスとなり、農政
改革がうたう「農家の所得倍増」はどうなるのか心配されます。多様な家族経営農業の振興こそが大事と考えます。
　「農業改革」は「世界で一番企業が活躍しやすい」国づくりのために農業、農村を自由競争の場へと解放するも
のです。ＴＰＰへの参加反対の一点で力を合わせる事を訴えたいと考えます。
十日町市中小企業、小規模企業振興基本条例については、地域内経済の循環に向け、市内企業の知恵と力を結集
し、産業の振興と雇用確保に結びつける取り組みをお願いします。また、市長と副市長の給与・手当は総額で78万
円の増ですが一方で職員給与表ベースは引き下げられ、臨時職員の賃金は据え置きとなり、理解しかねます。職員
の再任用ではなく必要な部署の職員増、新採用と特に臨時保育士の正職員化、支所機能の充実を求めます。そして、
川治保育所の廃止は、児童福祉法に定められた地方自治体の保育義務を放棄し、幼児の健全な発育と教育にとって
自治体が果たす役割を見ない、効率化最優先とするものです。住民投票条例については、成立要件や投票対象事項
など十分な市民検討の場を望みます。第６回芸術祭につては、５億9,000万円、前年比、45.8％の大幅増予算です。
リーダーの北川氏に頼るのではなく、地域の歴史や文化、伝統を尊重し、住民自らが主体となる芸術祭への改革を
求めます。

　私は、本定例会に上程されました平成27年度十日町市一般会計予算、並びに７つの特別会
計予算及び水道事業会計予算について、賛成の立場から意見を述べさせていただきます。
　人口減少の本格化や高齢化の進行により、地方を取り巻く環境は一段と深刻さを増し、行
政頼みの地域づくりだけでなく、民間が持つノウハウや経験、人材の活用など、地域再生に
つながる道が重要となってくるものと考えております。
　今年は、新市として10周年を迎えます。紆余曲折はありましたが、この10年間のさまざま
な取組みを通じて、一体感を感じることが多くなりました。そして、このことが更なるまち
づくりの構築に向けて必ずや強い追い風になると信じています。

　国においては、「人口減少克服・地方創生」に向けそれぞれの地方が地域の実情を踏まえ、創意と工夫により、
主体的・自立的に魅力ある地域づくりに取り組むと同時に地方への新しい人の流れを加速させる取組みを強く求め
ていきます。「選ばれて住み継がれる十日町市」を実現するため、国における地方創生の動きを先取りした取組み
を進めていくための予算編成であると、高く評価するところであります。
　さて、一般会計の予算総額は378億5,400万円、前年度当初比13.49％増となりました。一般会計と７つの特別会
計を合わせた予算総額は579億5,720万円、前年度対比で11.6％増、額にしておよそ60億円の増額の積極型予算とな
りました。平成27年度の具体的な事業を申し上げますと、市政10周年記念事業におきましては、さまざまな記念イ
ベントの開催、そして、今年は第６回大地の芸術祭が現代アートを通しての地域再生を目指して開催されます。人
口減社会に対応して、手厚い子育て支援、さらに教育、福祉など全分野で積極的な事業を展開しております。若者
の定住促進のため、市内２か所に空家を改修したシェアハウスの開設により、多くの人たちから十日町市の良さを
実感していただきたいと思います。「新たなにぎわい」を市街地に生み出すための中心市街地活性化事業の施設建
設に計15億2,660万円が計上されました。そして医師確保のための施策として、若手勤務医師・看護師の確保のた
めに、医師会と連携しながら、行政が、地域医療対策に向けて積極的に進める取組みをさらに強化しました。喫緊
の課題解決に向けた取組みに強く期待するところであります。
　また、多岐にわたる市民要望を取り入れていただき、未来につなぐ予算が編成されたことに感謝申し上げます。
　平成27年度予算で実施される各種事業が有機的に結びつき、効果を発揮し、機能することにより、「選ばれて住
み継がれる十日町市」の発展につながることを期待し、賛成討論といたします。
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３月定例会議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　名 採決状況 議決結果

市

長

提

出

議

案

1 専決処分の承認（新潟県市町村総合事務組合規約の変更）
全員賛成 承　 認

2 専決処分の承認（平成26年度十日町市一般会計補正予算〔第５号〕）

3 教育長の任命（蔵
くら

品
しな

　泰
たい

治
じ

　氏） 賛成多数
（ 投 票 ） 同　 意

4 土地の買入れ（市民文化ホール・中央公民館用地） 賛成多数 原案可決

5 損害賠償の額を定めること 全員賛成 原案可決

6 十日町市住民投票条例制定 賛成多数 原案可決

7 十日町市農村体験学習館条例を廃止する条例制定

全員賛成 原案可決8 十日町市行政手続条例の一部を改正する条例制定

9 十日町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

10 十日町市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 賛成多数 原案可決

11 十日町市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定

全員賛成 原案可決

12 十日町市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例制定

13 十日町市副市長定数条例の一部を改正する条例制定

14 十日町市防災基本条例審議会条例制定

15 十日町市都市計画税条例の一部を改正する条例制定

16 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例制定

17 十日町市教育長の職務に専念する義務の特例及び勤務時間その他の勤務条件に関する条例制定

18 十日町市附属機関設置条例の一部を改正する条例制定

19 十日町市非常勤特別職等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定

20 十日町市立小学校及び中学校施設等の使用条例の一部を改正する条例制定

21 十日町市体育施設条例の一部を改正する条例制定

22 十日町市妻有焼陶芸センター設置条例の全部を改正する条例制定

23 十日町市中小企業・小規模企業振興基本条例制定

24 十日町市工場立地法地域準則条例制定

25 十日町市道路占用料条例の一部を改正する条例制定

26 十日町市営住宅条例の一部を改正する条例制定

27 十日町市都市公園条例の一部を改正する条例制定

28 指定管理者の指定（ふるさと生活体験交流館、農産物等直売施設）

29 十日町市介護保険条例の一部を改正する条例制定 賛成多数 原案可決

30 十日町市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条
例制定

全員賛成 原案可決

31 十日町市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を
改正する条例制定

32 十日町市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例制定

33 十日町市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例制定

34 十日町市立保育所条例の一部を改正する条例制定

35 十日町市認可保育所保育の実施に関する条例の全部を改正する条例制定

36 十日町市へき地保育所条例の全部を改正する条例制定

37 十日町市医師研究資金貸与条例制定

38 平成26年度十日町市一般会計補正予算（第６号）

39 平成26年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

40 平成26年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）

41 平成26年度十日町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

42 平成26年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第４号）

43 平成26年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）

44 平成26年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第４号）

45 平成26年度十日町市水道事業会計補正予算（第４号）

46 平成27年度十日町市一般会計予算
賛成多数 原案可決

47 平成27年度十日町市国民健康保険特別会計予算

48 平成27年度十日町市国民健康保険診療所特別会計予算 全員賛成 原案可決

49 平成27年度十日町市後期高齢者医療特別会計予算
賛成多数 原案可決

50 平成27年度十日町市介護保険特別会計予算
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賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 日本共産党
十日町市議団 不

ふ

羈
き

の会 三
さん

 矢
し

 会 市民クラブ�凜
りん

無 会 派

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

宮
沢
幸
子

小
林
弘
樹

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

小
嶋
武
夫

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

涌
井　

充

高
橋
洋
一

川
田
一
幸

4 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

6 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

10 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

29 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

46 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

47 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

49 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

50 原案可決 20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

請願1 不 採 択 3 20 × × × × × × × − × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ※

請願2 不 採 択 3 20 × × × × × × × − × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ※

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。

議案番号等 件　　　　　　　　名 採決状況 議決結果

市
長
提
出
議
案

51 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計予算

全員賛成 原案可決

52 平成27年度十日町市下水道事業特別会計予算

53 平成27年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計予算

54 平成27年度十日町市水道事業会計予算

55 損害賠償の額を定めること

56 平成26年度十日町市一般会計補正予算（第７号）

57 平成26年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第６号）

58 平成26年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第５号）

議
会
提
出
議
案

1 十日町市議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する条例制定

全員賛成 原案可決

2 十日町市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例制定

3 ＴＰＰ交渉に関する意見書

4 閉会中の継続調査の申し出

5 議員派遣

請
願

1 消費税の10％への増税をきっぱり中止することを求める意見書の提出を求める請願
賛成少数 不 採 択

2 農協改革をはじめとした「農業改革」に関する請願

十日町

通
信

つ
う
し
ん

市議会

か
い
は

会
派
８

◆
日
本
共
産
党

　
　
　

十
日
町
市
議
団

　
当
会
派
で
は
、
２
月
26
日
付
で
市
長

に
「
国
保
診
療
所
医
師
確
保
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
、３
月
12
日
に
は
、

市
長
、
担
当
部
課
長
と
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

　
十
日
町
市
国
保
診
療
所
は
、
こ
れ
ま

で
４
診
療
所
（
川
西
・
倉
俣
・
松
之
山
・

室
野
）、
医
師
３
人
、
看
護
師
６
人
体

制
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
月

23
日
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
、
突

然
２
人
の
医
師
が
３
月
末
で
退
職
す
る

が
大
石
医
師
の
退
職
に
伴
い
休
診
、
松

之
山
診
療
所
は
登
坂
医
師
の
３
月
末
退

職
で
後
任
の
医
師
が
決
ま
る
ま
で
、
週

５
日
、
半
日
ず
つ
の
出
張
診
療
体
制
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
、
住
民
は
大
変

驚
き
、
困
惑
と
不
安
を
訴
え
て
お
り
、

「
合
併
以
来
、
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が

起
き
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
声
も
出
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
地
域
は
、
山
間
・
豪
雪
の
地

で
あ
り
、
過
疎
と
高
齢
化
も
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　
診
療
所
の
存
在
は
、
住
民
に
と
っ
て

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　
医
療
が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
は
崩
壊

し
、
そ
こ
に
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
下
記
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
、

確
実
、
早
急
な
実
現
を
図
ら
れ
ま
す
よ

う
特
段
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

一
、
地
域
の
医
療
を
守
る
の
は
行
政
の

責
務
で
す
。
診
療
所
の
常
勤
勤
務
医

師
確
保
を
１
日
も
早
く
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

二
、
倉
俣
診
療
所
、
室
野
診
療
所
を
早

期
再
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
、
職
員
の
身
分
保
障
に
つ
い
て
万
全

を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

以
上

　
市
長
か
ら
は
、
早
期
の
医
師
確
保
は

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
な

ど
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
が
報
告

さ
れ
、
ま
た
、

市
民
に
は
、

１
月
25
日
号

の
市
報
で
知

ら
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

●
要
望
書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り

市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
り
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
市
内
診
療
所
に
お
い
て
、
平
成
27
年

２
月
末
で
倉
俣
診
療
所
と
室
野
診
療
所



あ
と
が
き
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４
月
は
、
環
境
の
変
化
が
大
き
い

月
で
す
ね
。
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
も

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
社
会
人
一
年
生
も
そ

ろ
そ
ろ
疲
れ
が
出
て
き
た
頃
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
冬
は
大
雪
と
な
り
、
皆
さ
ん
が

難
儀
を
さ
れ
た
冬
で
し
た
ね
。
し
か

し
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
、
雪
花
火
も

す
ば
ら
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
冬
の

イ
ベ
ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
も
楽
し

ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
さ
に
「
雪
と
の
共
存
」
で
す
！

　

し
か
し
、
高
齢
に
な
り
ま
す
と
雪

と
の
共
存
な
ど
と
は
言
っ
て
い
ら
れ

な
い
の
も
事
実
で
す
。
今
冬
の
雪
害

は
今
後
の
課
題
と
し
て
生
か
し
、
対

策
・
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

待
ち
に
待
っ
た
春
で
す
が
、
こ
の

季
節
は
「
木こ

の
芽
時
」
と
言
っ
て
精

神
状
態
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
寒
暖
差
は
、
身

体
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
に
な
り
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
こ
の
時
期
、
バ
ラ
ン
ス
が
上
手

く
取
れ
ず
に
情
緒
不
安
定
に
な
る
人

が
出
て
き
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

Ｇ
・
Ｗ
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
休

養
し
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽
し
い
春

を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…

�

（
大
嶋
由
紀
子
）

議
会

聴
傍

　
　
　
（
十
日
町 

60
代 

女
性
）

議
会

ポ
ー
ト

レ

産
業
建
設
常
任

　
　
　

委
員
会
報
告

REPORT 1■
平
成
26
年
10
月
28
日
㈫
〜
29
日
㈬
、

管
外
視
察　

　

群
馬
県
富
岡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

グ
リ
ネ
ッ
ト
で
は
黒
澤
賢
治
理
事
長

か
ら
地
域
の
営
農
振
興
の
取
組
状
況

を
説
明
い
た
だ
き
、
富
岡
営
農
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
た
。
地
域
農
業
崩
壊

の
な
か
、
Ｊ
Ａ
、
５
市
町
村
長
、
議

会
委
員
長
、
行
政
部
長
、
県
農
林
事

務
所
、
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
構
成

す
る
「
甘か
ん

楽ら

富
岡
農
業
振
興
協
議

会
」
が
月
２
回
の
定
例
開
催
や
年
４

回
の
支
所
単
位
座
談
会
、
２
年
ご
と

の
全
組
合
員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
精
査
し
、
地
域
営
農
を
復
活
さ
せ

た
。
今
や
中
高
年
、
女
性
、
新
規
参

入
者
も
加
わ
り
農
業
者
不
足
も
な
く
、

空
き
農
地
も
な
い
。
葉
物
野
菜
を
中

心
と
し
た
農
業
は
一
日
８
万
パ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
で
一
年
中
稼
働
し
て
い
る
。

プ
ロ
、
セ
ミ
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
農

家
に
あ
わ
せ
た
情
報
を
提
供
、
生
産

計
画
で
は
作
物
の
「
面
積
予
約
」
を

公
開
共
有
し
て
、
耕
作
者
に
自
己
責

任
を
促
し
、
経
営
感
覚
を
刺
激
し
て

い
た
。

　

栃
木
県
茂も
て

木ぎ

町
で
は
有
機
物
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
美み

土ど

里り

館
」
を

視
察
し
た
。
主
原
料
は
牛
糞
、
事
業

所
と
家
庭
の
生
ゴ
ミ
。
副
原
材
料
は

枯
葉
、
も
み
殻
、
間
伐
材
オ
ガ
粉
。

間
伐
竹
の
微
細
粉
末
は
特
殊
な
乳
酸

菌
が
生
ま
れ
消
臭
効
果
と
乾
燥
促
進

効
果
を
発
揮
す
る
。
臭
気
は
２
ｍ
厚

さ
の
粉
砕
木
片
を
通
し
て
除
去
。
竹

林
や
森
林
間
伐
に
よ
る
環
境
保
全
、

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
に
よ
る
焼
却
費
の
削

減
、年
間
１
、５
０
０
ト
ン
の
堆
肥
販

売
収
入
に
茂
木
町
は
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
市
４
町
と

民
間
企
業
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
真も

岡お
か

鉄
道
の
説
明
を
求
め
た
。
年
間
20

回
以
上
の
Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
が
運
営
は
厳
し
い
、
億
単
位
の
車

検
費
用
も
難
題
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

■
休
会
中
の
委
員
会
開
催
日
と
議
題

○
平
成
26
年
８
月
21
日
㈭

　

下
水
道
使
用
料
の
改
定

○
平
成
26
年
11
月
11
日
㈫

　

キ
ナ
ー
レ
改
修
工
事
、
平
成
23
年

発
生
災
害
復
旧
事
業
の
精
算
に
伴
う

国
庫
補
助
金
返
還

○
平
成
26
年
12
月
５
日
㈮

 

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
合
同
開

催
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業
に

お
け
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
な
か
公
民
館

の
整
備
概
要
、（
仮
）市
民
文
化
ホ
ー

ル
建
設
に
係
る
新
聞
投
稿
記
事

○
平
成
27
年
１
月
26
日
㈪

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
変
更
認
定
申
請
、
十
日
町
市

妻
有
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

改
正
、
十
日
町
市
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例
の
制
定
、
ク
ロ
ス
テ
ン
用

地
買
収
、
農
村
体
験
学
習
館
を
活
用

し
た
地
域
振
興
対
策

○
平
成
27
年
２
月
18
日
㈬

　

十
日
町
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
、
平
成
23

年
発
生
災
害
復
旧
事
業
の
事
業
報
告
、

平
成
27
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
及

び
米
の
需
給
調
整
へ
の
取
組
み
、
ふ

る
さ
と
生
活
体
験
交
流
館
（
お
ふ
く

ろ
館
）
の
指
定
管
理

　

市
議
会
と
い
う
と
始
め
は
敷
居
が

高
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
く
そ

う
い
う
こ
と
は
な
く
、
過
去
数
回
傍

聴
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
知
人

２
人
と
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、

市
が
抱
え
る
問
題
が
多
方
面
に
渡
っ

て
い
る
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
、
市

政
運
営
の
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
今
回
の
一
般
質
問
の
中

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
環
境

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む

中
、
ま
ず
若
者
が
結
婚
、
定
住
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
て
行
け
る
、
希

望
が
見
え
る
施
策
を
実
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
も
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
６
月
定
例
会
は
、
６
月
中
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
議

会
事
務
局
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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